
請

鳥

撃

之

歴

史

へ
下
)

刺

千

戟

第
二
明

我
国
に
於
げ
ろ
鳥
撃
の
歴
史
観
要

談
親
鳥
頼
研
究
に
関
す
る
歴
史
の
概
要
を
挨
す
る
に
碓
氷
は
稀
に
烏
邦
を
蒐
め
た
る
人
あ
わ
し
も
之
を
長
の
単
術
的
に
修
業
せ
L
は
賓

に
明
治
維
新
後
の
こ
三
に
し
て
其
の
進
歩
極
め
て
遅
々
た
る
が
如
し
､
維
新
前
に
於
け
る
本
邦
鳥
類
蒐
集
者
に
は
二
様
の
種
殉
あ
り
I

一

は
諸
侯
の
命
に
よ
･S=
諸
鳥
類
を
採
集
せ
ん
た
め
各
地
を
放
渉
せ
る
も
の
に
し
て
峠
'[)し
て
頗
る
熱
心
に
行
ひ
之
を
家
債
の
定
業
の
如
-
な

せ
る
も
の
さ
へ
あ
り
き
O
他
の

一
派
は
軍
に
鳥
類
の
奇
形
及
び
鳴
響
を
愛
玩
せ
ろ
も
の
に
し
て
其
の
形
態
の
奇
rr)音
等
の
美
rr)を
説
へ
り
｡

而
し
て
何
れ
も
皆
筒
口｡望
仏
る
外
形
の
特
徴
の
み
に
任
意
し
兼
だ
以
て
夢
問
',)郁
す
る
に
足
ら
す
､
只
本
草
友
の
i
部
に
忠
類
の
片
影
を
認

め
し
も
の
あ
る
の
み
な
り
き
｡
従
て
著
述
も

7
二
に
止
ら
ず
rr)排
も
極
め
て
幼
和
な
る
内
容
を
有
せ
L
が
如
し
.
常
時
有
名
な
る
鳥
類
家

F')し
て
知
ら
ろ
ミ
は
堀
田
正
順
'
蘇
生
堂
主
人
(
本
名
未
詳
)'

毛
利
梅
園
､
佐
藤
中
陵
等
の
諸
氏
な
り
'F'す
o
而
し
て
著
述
の
万
両
を
通

常
す
る
に
､
慶
安
二
年
巳
丑
蘇
生
堂
主
人
鵠
書

.一
海
を
著
し
て
上
木
L
t
同
氏
は
更
に
賓
永
七
年
庚
寅
(
紀
元
二
三
七
〇
.)に
は
諸
鳥
呼
子

鳥
三
春
を
著
は
し
鳥
類
の
酎
竜
法
を
読
述
せ
り
っ
五

徳
三
年
糞
巳
(
紀
元
二
三
七
二
)
に
寺
崎
良
女

(
浪
撃
の
人
字
を
尚
順
Pr)云
ひ
杏
林
堂

fr)競
し
腎
を
業
rr)せ
り
)
氏
は
和
漢
三
才
園
舎
ミ
爾
す
る

1
大
難
苦
を
作
り
其
の
中
に
烏
に
関
す
る
記
事
数
多
を
戒
せ
り
0
延
享
元
年
EI

二
九
九



三

〇
〇

千
('紀
元
二
四
〇
凹
J皿
中
長
輿
氏
は
大
牢
鵠
譜
を
著
し
鶴
の
種
類
及
び
閲
博
せ
る
事
寛
を
輯
錨
せ
り
0
又
之
よ
り
先
空
‥1
保
二
年
丁
酉

(
紀
元
二
七
七
七
)

に
は
佐
馬
介
氏
諮
禽
商
品
集
を
作
り
諸
鳥
類
の
形
状
'捕
方
､飼
養
法
等
を
記
述
せ
り
｡
其
の
他
の
著
軍

ぞ
年
代
の
順
を
顧
慮
せ
ず
不
順
序
に
記
述
せ
ん
に
亭

和
二
年
壬
戊
(
妃
元
二
些

ハ
二
)比
野
勘
六
氏
の
作
に
な
る
烏
聾
案
山
子
あ
り
'
其
の
円
容
は
諸
烏
類
の
問
付
方
療
養
法
よ
り
本
邦
烏
舶
来
諮
烏
類
の
飼
養

I:I.::川,:.'':::.二
:

:.,.:[:
.:
I..=i1.,I:::I.1'･'..:.:
IA,
.i:
'':
:I
:1::.'‥
..'.i,'M
Z...'･:...I..:,,_!..T
･';
.....:..:･'[::.M'':.i
;
'1=..=.1I.I:.=[
',='..]
',:.",I;(.:.I:.:...I-I:.I:r
i'.'''..J.,.I(
..:,'=TJ
.M.,I:=:I.II.;,.二

':,I.I...:.[
∵

.'絹./I-'[
:
:.:I:

鳥
類
の
飼
養
法
を
記
し
に
る
も
の
に
し
て
享
和
二
年
壬
成
(:紀
元
二
四
｣ハ
二
)
の
作
な
り
'
前
者
は
鳥
類
の
系
譜
飼
養
の
来
歴
等
を
記
し
'
和
島
を
七
十
七

種
に
分
ち
て
各
形
状
飼
養
法
を
説
き
藩
主
へ
奉
り
し
も
の
な
り
｡

飼
同
氏
の
著
に
係
は
る
竜
禽
物
語
(女

化
年
中
の
作
)も
有
益
な
る
も

Srr)
す
'
因
に
比

野
氏
は
薩
摩
藩
の
馬
方
に
し
て
重
行
rr)碍
せ
り
.

弘
化
四
年
丁
未
(
紀
元
二
五
〇
七

一に
は
柏
原
信
好
氏
舶
来
玩
禽

一
覧

一
巻
を
草
し
舶
兼
禽
類
凡
そ
二
十

六
種
を
列
記
せ
り
｡

文
化
五
年
戊
辰
(
紀
元
二
四
六
八
)
に
は
佐
藤
成
裕
(
水
戸
の
本
草
家
に
し
て
中
陵
,I)祇
す
)観
荒
島
(
二
十
巻
)
を
著
述
せ
り
'
之
は
汎

-
和
漢
書
を
引
護
し
て
諸
島
の
郭
を
詳
記
せ
る
も
の
に
し
て
'
書
中
の
種
目
を
壌
ぐ
れ
は
如
法
部
六
十
六
候
'
錐
部
十
六
種
'
鳩
鶴
部
二
十
種
'
袈
鴫
部

二
十
七
種
'
山
雀
部
二
十
種
､
駒
驚
部
二
十
二
種
､
雀
郡
三
十
種
'
譜
雀
郡
四
十
三
種
'
黄
烏
部
二
十
三
種
'
烏
鵠
郡
二
十
二
種
'
候
烏
郡
十
E5
種
'

塊

粥
部
凶
十
二
種
.
鴎
部
二
十
七
種
'
鵡
鴨
部
三
十
｣ハ
種
'
鶴
部
二
十
七
種
'
鷹
部

1
種
､
隼
鵬
部
二
十
八
種
等
め
り
.

寛
政
十

1
年
己
未

(
紀
元
二
四
五

九
ノ)
に
は
泉
花
堂
三
蝶
(
十
六
兵
衛
rr)碍
す
東
都
の
人
な
り
′藷

烏
餌
食
百
千
烏
を
書
き
諸
鯛
烏
類
を
網
羅
し
て
国
訳
せ
り
.

仁
孝
天
皇
天
保
十
二
年
辛
丑

へ
紀
元
二
五
〇
l
)
の
春
宇
久
比
須
考
〔
二
巻
)な
る
書
は
千
葉
産
胤
氏
に
よ
り
て
著
さ
れ
内
容
は
ゥ
グ
ヒ
ス
に
関
す
る
諸
種
の
考
琵
な
り
'

上
巻
は
鷺
の
説

な
れ
､7)
も
附
P,)し
て
革
,)
ウ
グ
ヒ
ス
',)は
異
な
る
P/)去
ふ
こ
',)
よ
り
老
ウ
グ
ヒ
ス
を
ム
シ
.ク
ヒ
rJ)l石
ふ
こ
(,)
に
及
ぶ
十
三
傑
よ
り
な
り
'

下
巻
は
ゥ
グ
ヒ

ス
の
カ
ヒ
コ
の
中
の
杜
鳩
の
誼
よ
り
鷺
F')
ウ
グ
ヒ
ス
の
異
名
に
至
る
十
三
修
凡
て
二
十
六
候
の
和
漢
苗
育
百
五
十
九
郭
を
参
照
し
て
考
詮
せ
り
'

覇
追
加

す
る
に
百
千
烏
考
八
ケ
修
を
以
て
せ
り
(
千
葉
氏
は
塙
保
己

T
の
門
人
に
し
て
江
戸
の
和
漢
畢
希
な
り
き
)
｡

又
著
者
未
詳
な
れ
,7)
も
四
鴎
説
な
る
作
品
あ

り
､
之
は
鳥
族
(蛤
)の
事
に
関
す
る
考
護
に
し
て
幾
多
の
漢
書
よ
り
徴
諭
す

老
鴫
,I,..石
ひ
茅
場
.I,去
ひ
角
鴫
三
石
ひ
'
巣
鴨
三
J
ふ
四
説
を
砕
け
て
論

断
せ
る
も
の
な
り
.
威
文
無
鮎
に
て
記
さ
れ
泡
保
漁
村
の
校
正
を
緯
論
説
中
に
は
安
政
商
延
の
年
砥
あ
り
0

光
棉
天
皇
寛
政
五
年
突
丑
品

元
二
四
卓

二
)

†



開
盈
文
氏
海
舶
来
禽
囲
説

一
巻
を
著
す
､
舶
来
鳥
を
克
生
し
其
の
生
態
を
記
せ
り
｡
尚
著
者
及
び
年
代
共
に
未
詳
な
れ
,ご
も
鳥
類
寛
生
国
,ヽ)栴
す
る
三
十

八
枚
よ
り
成
れ
る
固
毒
あ
り
､

内
容
は
鳥
類
四
十
験
品
の
彩
色
茸
に
各
其
の
鐸
名
を
考
記
し
た
る
も
の
に
し
て
菅
二
品
.
番
鴨
'
量
鴨
'
克
之

1
種
二
品

マ
グ
ソ
タ
カ
'

酌
維
'
郡
鳥
､
錦
期
'
墨
是
可
国
難
､
ヘ
ラ
サ
ギ
'
鴻
'
四
十
雀
雁
'
絡
'
白
鵬
､
克
之
種
類
六
品
'
青
荘
烏
'
鶴
'
信
夫
線
､
鴎
､
五

位
鷺
､
鴇
､
常
驚
､
雁
､
サ
カ
ツ
ラ
ヒ
シ
ク
ヒ
､
慈
鳥
-
烏
･
鴇
､
鵠
･
琴

京

-
鴇
､
躍
･
経
,
ケ
リ
ー
ア
二
､
サ
ギ
､
高
喝
経
,
斑
鳩
･

白
鴫
等
を
収

載
せ
り
｡

以
上
の
外
鳥
類
に
関
す
る
著
述
は
頗
る
多
-
王
な
る
も
の
を
列
記
せ
ば
次
の
如
し
｡

著

適
者

小

野

蘭
山

秋

元

高

萩

未

詳

未

詳

未

詳

凡

芳

子

春
(
加
賀
)

未

詳

鷺

合

牛

戒

未

詳

鼓

腹

壁

山

人

の

鷲

莱

烏 鷺 仲 春 有 配 鳩 和

讃 国 論 漢

鼓 様 軒 鳥 鳥 花

口

吹 倖 金 島

抄 書 譜 談 国 史 囲 譜

巻肝■l■
l二

備

守

■

‥l二l
二二

.
=.

莱文

政

莱莱莱莱莱

和
漢
禽
類
を
蒐
集
図
説
せ
り

養
鷲
記
事
叱
り

安 嘉 文 弘

乙氷己永戊政乙化
十

四 二

末年酉年子年巳年 詳 詳

鳩
の
種
類
五
十
種
の
表
裏
を
着
色
し
て
古
間

に
描
け

る
も

の
光
り

和
漢
衰
配
り
諸
説
か
編
輯
せ
る
も
の
光
り

諸
種
り
異
鳥
育
種
を
着
色
宕
生
せ
る
､も
り
お
り

鷲
り
飼
養
法
を
評
論
せ
り

鳥
類
を
網
羅
し
て
棟
木
､
唱
難
掠

り
諸
類
に
分
ち
て
詳
説

ぜ
り
′

繁
り
飼
養
に
関
す
る
事
項
か
記
せ
り

鷲
の
飼
方
ん
,記
述
せ
り
而
し
て
藤
村
如
皐

の
序

か
載

せ
C

日
.

三
〇

一



腎
･Jで

泉

花

堂

三

煤

堀

田

正

順

諸

島

飼

養

百

千

鳥

親

交

禽

椅
以
下
書
名
の
み
を
示
し
て
参
考
に
茸
せ
ん
F')す
｡

業

依

命

錬

飼

烏

冊

百

千

鳥

類

巣

食

譜

鷹

鴎

秘

偉

著

聞

秘

訣

山

封

唾

禽

譜

水

谷

氏

禽

譜

令育良也

烏

国

名

便

利

乃

保

棉風

鳥

暗

呼

完

長

鳥

か

ゞ

白

磐
…

譜質質無史類み記

二

o
二

我
国
に
於
け
る
鳥
類
研
究
は
新
の
如
-
古
衆
幾
多
の
本
草
聾
者
及
び
宮
家
の
手
に
よ
り
て
研
究
せ
ら
れ
'

其
の
著
述
も

1
二
に
止
ら
ず
し
て
ガ

ン
､
カ
モ

サ
ギ
､
ツ
ル
､
タ
カ
､
ウ
グ
ヒ
ス
'
メ
ジ
ロ
'
フ
ク
ロ
フ
等
の
如

き
普
通
有
用
の
種
類
は
之
を
識
別
し
得
た
り
F')
錐
も
'

是
ヾ
)て
も
往
々
伯
の
も
の
'/)
過

同
せ
る
も
の
蓋
し
少
し
rr)
せ
ず
､

又
其
の
分
類
の
如
き
に
至
り
て
は
甚
だ
不
完
全
に
し
て
到
底
畢
術
上
寸
厘
の
償
値
あ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
り
き
'
而
る
に

泰
西
諸
国
に
あ
り
て
は
夙
に
本
部
産
鳥
類
に
注
目
し
之
か
研
究
に
従
事
せ
る
も
の
紗
か
ら
す
'
今

其
の

一
端
を
叙
す
る
も
趣
味
あ
る
こ
くJ
な
れ
ば
左
に
予

の
知
れ
る
所
を
述
べ
ん
rrェ
ゥ
.D

猫
通
の
シ
ー
ポ
ル
ド
(p
h
ilip
p

Fl･E一一nj
V
oI
S
itJ･b
o]d
,
)7
9
6J
･86
6
)

氏
は
文
政
五
筆

西
紀

1
八
三

尋

)職
を
和
蘭
東
印
度
曾
社
に
奉
じ
文
攻
六
年
へ
西
紀

1

八
二
三
年
)
和
蘭
貢
使
に
儀
ひ
我
国
に
来
り
'
出
島
警
官
.I)
し
て
前
任
者
の
後
を
承
け
苦
術
を
以
て
人
に
施
し
我
国
苦
家
に
俸
ふ
ろ
の
闇
に
我
観
生
物
挙
上



の
研
究
に
心
を
潜
め
た
り
'
其
の
結
果
蒐
集
せ
る
鳥
類
に
就
き
西
紀

1
千
八
百
四
十
五
年
乃
至

一
千
八
百
五
十
年
に
亘
り
了
ア
ン
-

ン
ク

(Tem
mi
n
ck
)
皮

び
シ
ユ
レ
ー
ダ

ル
(Schteget)両
氏
は
F
atlla
JaP
.
nicEL,A
vesな
る
王
題
の
下
に
俳
文
を
以
て
完
全
に
日
本
産
鳥
類
を
記
載
せ
る
も
の
を
出
版
せ
り
､
差
し

本
書
を
以
て
我
囲
鳥
類
を
畳
に
科
挙
的
に
研
究
せ
る
職
失
P,)す
｡
次
で
ブ
ラ
キ
ス
J･
ン
(B

hkist.n)
及
び
プ
ラ
イ
ア
-
(F
ryer)
両
氏
は
明
治
十
三
年
(
西

紀

一
八
八
〇
年
)C
ah
1.g
u
e
.f
B
ird
s
.f
JiLPan
を
登
表
し
.間
も
な
-
明
治
十
五
年
(
西
紀

一
八
八
二
年
)
に
は
又

)3il･d
s
.f
J
apan･T
m
ns･A
siatic
Socie･

ty
を
'
更
に
明
治
十
七
年
(
西
紀

1
八
八
四
年
)
に
は

AlnCnde()
L
ist
of
th
･d
s
of
J
al,n一u
･官
出
版
し
て
大
に
我
楓
馬
車
者
の
志
気
を
刺
戟
せ
り
.
明
治
二

十
年

(
西
紀

1
八
八
七
年
)
タ
ク
ゲ
ノ
ス
キ
I
(Tac･LauOW
Ski)
氏
は
TJistc
cl･OiscELu=H
eC･en
C.I.6C
を
､
又
票
-
る
明
治
二
十

一
年
に
は
タ
ク
ザ
ノ
ス
キ

ー
氏
は
L
istc
sup
pt･Ll･O
iseaux
rec･cn
C.rE･e
lm
r
K
(qlilOW
Ski
を
公
表
せ
り
､
明
治
二
十
三
年
(
西
紀

1
八
九
〇
年
)
シ
ー
ボ

ー
ム
(S
ecb.h
m
)
氏
は

B7

rd
s.fthc
JapaleSCFJlnPirc
を
出
版
し
'
明
治
二
十
四
年
(
西
紀

l
八
九

1
年
)
理
畢
博
士
飯
島
魁

(
大
正
十
年
三
月
卒
す
)
氏
は

L
il･t
Of
th
e
I3irC1s
of

Jal)au
を
動
物
畢
雑
誌
に
襲
表
し
､
次
で
明
治
二
十
六
年
(′西
紀

l
八
九
三
年
)東
京
帝
国
大
学
光
埋
科
大
草
(
今
の
排
撃
那
)
紀
要
に
誓
,tcso
n

a

c.
]Le
ct..冒

'･f])･ir
(1

s
from
T
sus]li
…

il
を
登
表
し
'
明
治
三
十

1
年

(
西
紀

1
八
九
八
年
)
に
は
保
護
烏
圏
譜
を
〓
服
し
大
に
我
国
鳥
聾
者
の
両
日
を
健
印
せ
り
っ
以

後
引
績
き
之
が
研
究
に
従
事
す
る
も
の
多
き
を
加
へ
明
治
三
十
三
年

(
西
紀

一
九

一
〇
年
)
に
は
多
ES
綱
輔
氏
董
潜
鳥
類

一
班
を
出
版
し
'
票
三
十
四
年

(
西
紀

1
九

二

年
)
飯
島
氏
は
我
狩
猟
法
律
の
改
正
',)共
に
前
記
保
護
鳥
園
譜
を
訂
正
増
補
し
常
時
の
保
護
鳥
類
八
十
四
種
を
輿
け
説
明
す
る
に

1
々
鮮

明
な
る
固
版
を
以
て
せ
り
｡

明
治
三
十
八
年
(
西
紀

1
九
〇
五
年
)に
は
埋
草
博
士
八
田
三
郎
及
び
故
相
田
庄
次
郎
両
氏
は
札
幌
博
物
拳
骨
報
に

A
p
1.eti･

111in･TLI.y
List
of
tt1C
]3ird
s
of
IJok
tm
i(to
を
馨
表
せ
り
.
又
同
年
故
小
川
三
紀
氏
は
動
物
畢
嚢
報
に

yotes
oll
吉
r･
A
Tat1
0
w
ston's
Cottection
of
f!ircls

froln
the
lsln,tld
s
tyil
g･
be
LwccI
K
iu
sh
iu
anCtF
orm
osa
を
登
表
し
'
其
の
後
従
来
の
譜
目
錐
を
参
酌
し
最
近
に
行
は
る
て
分
類
法
に
よ
り
て
明
治
四

十

1
年
(
西
紀

一
九
〇
八
年
)
A
n
Lnd
IJist
.f
th
o
th
･ds｡f
japn･1

を
動
物
単
量
報
に
登
表
し
本
邦
鳥
類
研
究
上
に

一
大
新
両
目
を
馨
揮
す
る
に
至
れ
り
Q

僻
小
川
氏
は
本
邦
烏
聾
者
の
権
威
に
し
て
分
類
の
方
面
は
勿
論
鳥
類
の
季
節
的
移
住
を
な
す
こ

Jヾ等
に
も
注
目
し
､
極
力
其
の
研
究
に
熱
注
せ
L
が
其
の

真
情
の
公
表
を
果
す
に
先
ち
て
逝
去
さ
れ
L
は
吾
人
の
深
-
哀
惜
に
堪
え
ざ
る
所
な
り
｡
其
後
諸
篤
聾
者
出
で
鳥
類
に
関
す
る
研
究
に
従
事
し
明
治
四
十

五
年
(
西
紀

1
九

1
二
年
)
内
E;
清
之
助
氏
は
動
物
畢
難
詰
第
二
百
八
十
三
祝
に
千
島
産
鳥
類
目
録
を
登
表
し
､
又
動
物
笹
粂
報
に
は

A

E
a

ld
L

i

st
of

三
〇
三



三
〇
四

F
.
1･m

〇
･q
a

n
字
.Tr

p')返
し
垂
麿
産
鳥
類
に
関
す
る
文
献
を
聾
表
し
､
梅
引
縛
き
有
蓋
な
る
文
献
を
動
物
畢
難
詰
及
び
其
の
他
の
誌
上
に
発
表
し

本
邦
鳥

単
を
開
拓
す
る
こ
,I)甚
大
な
り
0

掩
て
叫
治
他
十
五
年
(
西
紀

1
九

一
二
年
)
に
は
東
京
帝
国
ie
撃

苅
理
科
大
箪
動
物
単
数
室
内
に
日
水
鳥
拳
骨
の
創
設
を

見
る
に
至
れ
り
.
木
曾
の
目
的
は
烏
塀
に
趣
味
を
有
す
る
も
の
､-懇
親
を
計
る
こ
'F'は
勿
論
鳥
類
に
関
す
る
単
術
の
進
歩
を
促
す
こ
'/)及
び
鳥
類
愛
護
の

思
想
を
普
及
せ
し
め
鳥
類
保
護
塘
椎
を
尉
る
こ
.'[)等
に
あ
る
か
故
に
~
年
二
回
機
関
雅
誌
｢
烏
｣
を
改
行
す
る
の
舛
臨
時
刊
行
物
を
出
版
し
毎
年
春
秋
二
回

.JL

_

愈
合
し
て
鳥
数
に
関
す
る
講
演
合
ー
屈
賢
合
等
を
催
す
~
光
の
仙
烏
拳
的
探
検
を
畢
行
す
る
こ
JrJ等
の
事
業
を

な

す
が
故

に
本
邦
鳥
単
後
屈
の
符
蹄
愈
々

純
音
(,)な
る
に
至
れ
り
っ

撮
近
に
至
り
禦
司
信
輔
､
黒
田
長
碓
両
氏
は
何
れ
も
烏
畢
専
攻
の
上
に
し
て
巨
額
の
私
余
を
投
じ
或
は
個
人
研
究
所
を
設
け
､

或
は
内
外
探
険
等
な
行
ふ
等
極
め
て
熱
心
に
斯
撃
の
研
究
に
従
事
す
る
が
故
に
本
邦
出
挙
は
例
諭
世
界
烏
夢
上
に
も
貢
献
す
る
こ
rr)
甚
大
な
S
',)す
｡

1

ガ
政
府
に
於
て
も
各
地
の
鳥
類
調
査
に
着
手
し
明
治
四
十
五
年
(
西
紀

1
九

1
二
年
)
に
は
農
商
務
省
農
務
局
に
て
円
ES
清
之
助
氏
を
し
て
親
類
の
調
査
を

な
さ
し
め
鴨
類
闇
詮
を
出
版
し
又
同
年
海
産
保
護
鳥
圏
訳
を
も
山
瀬
し
て
世
に
公
表
す
る
に
至
れ
り
｡

大
事

二
年

(
西
紀

一
九

1
四
年
)
に
は
樺
大
鹿
に

於
て
も
故
村
田
庄
次
郎
氏
を
喝
託
し
て
同
島
の
動
物
を
調
査
せ
し
め
'
其
復
命
を
樺
太
動
物
調
査
報
止
=
P,)稲
し
て
他
に
背
-
頒
布
せ
り
ー
同
書
の
内
容
は

輔
乳
類
及
び
鳥
類
の
調
査
な
れ
,7J
も
五
分
の
四
は
鳥
類
に
関
す
る
記
載
に
し
て
踊
る
斯
畢
研
究
に
参
考
'F'な
る
も
の
な
り
｡

街
樺
太
の
鳥
類
に
就
き
て
は

桑
に
レ
ー
ン

ベ

ル

､ク

(T,anllbe
l･g)
氏
の
調
査
あ
り
即
ち

C
.
n
triJN
t･LOt1S
tO
tT､C
O
]･.･1.is
of

S
互

.:Ll711
を
東
京
帝
国
大
学

R
理
科
大
草
紀
要
第
三
十
三
冊

第
十
四
編
に
発
表
せ
ら
れ
同
島
産
鳥
類
を
凡
そ
百
八
十
種
rr,な
せ
り
O

以
上
の
外
前
記
麓
聾
者
は
諸
種
の
方
面
に
渉
旦
し
鳥
邦
を
排
究
L
W
.誌
上
に
馨
表

し
以
て
斯
嬰
の
夢
屈
を
企
劃
し
っ

～
あ
る
な
り
.

今
参
考
の
蔑
め
本
邦
,3]単
に

関
す
る
著
許
の

1
端
を
紹
介
し
如
何
に
本
邦
鳥
聾
者
は
努
力
し
つ
て
あ
ら

や
を
示
さ
む
'[)
す
.1

∫.=

竜

･.･..

名

一

S.i

行

年

代

1

竣

行

跡

黒

田

長

縫

同

世

界

の

世

鼎

の

略解

と

鵠

大

正

元

年

大

正

二

咋

日

本

鳥

撃

合

同



内

円

清

之

助

同 黒 仁内 内 贋 黒 川 黒 仁 同

部田

田 山L,. 司 悶 rr7
常緑

之之
長

田 口 部

筈

之

助

長

醒

･GjJ･ 孫

信 長
ム
H

i一･

I..日

.Hh鰻

粗

山

徳

太 L...D..之
'へ 助助 ′-

共
郎 碑 編 助 輔

日

本

鳥

類

開

設

(

a

)

日

本

鳥

類

間

説

簡

編

郭

公

り

春

姉

に

閉

寸

ろ

研

究

室

督

烏

バ

鳥

界

杜

.

.ノ

之

鮮

満

鳥

類

田
島

良鶴

▼リ

類

類

の

渡

り

千

鳥

請
柵

･;
J

J

一

班･.,
k'･:.

話

及

春

殖

期

類

図

説

邦 に六

i.:.:黒pi:!'

南 る口

融

千

鳥

類

の
｢
渡
り
｣

洋

請

良

産

鳥

類

大 大 大 大 大 大 大 大 人 大 人 大

正 正 正 正 1E 正 正 正 jE 止 正 正

十 八 -L･ 七 六 六 六 五 五 凹 四 三

同 [l 裳 東 同 賞 目 安 同 日 同 賛

_JL_

本 jJll 本 本

歌

鳥 享1f一 華 鳥 文 鳥 醒

物

畢 畢 襲 撃

昏 鼻 骨 鼻 分 館 愈 祉

(
侍
動
物
畢
難
詰
及
び
諸
誌
上
な
る
文
献
及
び
科
挙
的
な
ら
ざ
る
飼
養
烏
に
関
す
る
著
述
は
紙
面
の
都
合
上
鼓
に
省
略
す
)

以
上
の
出
版
物
に
よ
り
我
国
鳥
畢
研
究
者
は
大
な
ろ
便
益
萱
草
け
着
々
各
地
に
新
車
研
究
に
着
手
せ
ん
rr)す
る
者
多
き
を
加
ふ
る
に
至
れ
り
｡

又

1
方
政

府
は
大
正
七
年
四
月
我
国
内
地
の
狩
猛
法
全
部
を
改
正
し
大
正
八
年
山
月
よ
り
農
商
務
省
に
て
は
狩
瑞
鳥
類
の
種
類
決
定
の
た
め

野
禽
類
の
調
査
を
開
始

し
ー
技
師
内
田
清
之
助
氏
王
'[)し
て
之
が
任
に
苦
り
基
の
結
果
同
年
九
月

7
日
よ
り
狩
総
法
律
の
膏
施
を
見
る
に
至
り
た
る
が
故
に
ー
各
府
螺
に

1
名
若

-
は
二
名
宛
の
狩
猛
取
締
官
更
を
設
置
し
以
て
其
の
効
果
を
勢
け
む
lこ
せ
り
｡

而
し
て
取
締
官
吏
に
は
動
物
畢
椎
に
鳥
嬰
の
知
識
を
有
す
る
者
を
選
定
し

た
る
,､1同
峰
に
此
等
の
者
に
狩
獄
事
務
に
関
す
る
講
習
脅
.を
同
年
七
月
十
五
日
よ
り
向
ふ

1
ケ
月
間
東
京
農
業
大
軍
に
於
て
開
催
し
,

狩
獄
法
及
各
国
狩

三

〇
五



三
〇
大

獄
法
-
刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
'
銃
砲
火
襲
及
其
の
取
締
､
動
物
拳
大
意
､
鳥
類
生
悪
単
及
鳥
類
保
護
'
鷹
用
昆
晶
畢
'
狩
猟
鳥
獣
論
'
甲
種
狩
猟
術
､

乙
種
狩
獄
術
其
の
他
科
外
講
話
及
び
苦
習
等
の
諸
畢
課
を
講
習
せ
り
O

更
に
同
年
秋
期
よ
り
囲
虞
を
投
じ
て
農
商
務
省
鹿
轄
の
鳥
類
寛
験
所
を
東
京
府
下

南
多
摩
郡
多
摩
村
字
連
光
寺
山
元
御
獄
場
内
に
設
置
し
､
野
生
鳥
類
の
習
性
並
に
人
生
に
及
は
す
利
害
関
係
及
び
利
用
の
研
究
よ
り
進
で
は
欧
洲
産
'
支

郷
産
等
の
鳥
類
の
貯
化
育
成
又
は
之
､ヽ)内
地
産
烏
Pr)の
交
配
等
を
試
験
す
る
の
機
運
に
向
ひ
た
る
の
み
な
ら
ず
'
他
方
に
於
て
は
全
開
数
箇
所
の
畢
校
農

事
試
臓
場
､測
候
所
等
に
倣
託
し
T
藷
鳥
類
｢渡
り
｣
の
時
期
及
び
蕃
来
季
等
を
調
査
せ
し
め
抑
種
研
究
の
材
料
を
蒐
集
qJ
つ
～
あ
り
J

叉
大
正
九
年
六
月

一

日
よ
り
向
ふ
十
日
間
第
二
回
の
狩
獄
に
関
す
る
講
習
合
を
東
京
農
業
大
挙
に
於
て
開
催
す
る
等
諸
種
の
施
設
を
以
て
斯
界
の
限
拓
を
企
国
し
っ
"
あ
る
が

故
に
'
必
ず
や
近
き
酵
乗
に
於
て
泰
西
諸
国
に
遜
色
な
き
境
域
rr)な
る
こ
F')疑
な
か
る
べ
し
､
本
邦
烏
拳
に
志
す
者
崖
奮
勘
努
力
せ
ざ
る
ぺ
け
ん
や
(完
)

(泰
西
に
於
け
ち
鳥
撃
の
歴
史
に

v
y
ネ
-
時
代
以
前
も
詳
記
し
て
他
は
大
略
す
｡
我
図
鳥
畢
歴
史
は
大
正
十
年
五
Jl
頃
迄
を
限
度
と
せ
り
)


